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トピッ
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トピッ
クス

農
業
委
員
会
の
体
制
強
化
に

向
け
事
務
局
長
会
議
を
開
催

た
。選
任
に
向
け
た
事
前
準
備
の

取
り
組
み
方
や
、体
制
整
備
、条

例
改
正
の
手
法
に
つ
い
て
具
体
的

な
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。農
業

委
員
会
の
新
体
制
に
向
け
た
移

行
に
関
し
、農
業
会
議
か
ら
も
情

報
提
供
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、農
林
水
産
省
か
ら
遊
休

農
地
に
関
す
る
措
置
の
計
画
的
な

実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
利
用
状
況
調
査
」に
基

づ
く「
利
用
意
向
調
査
」の
実
施

と
、農
地
中
間
管
理
機
構
と
協
議

す
る
旨
の
勧
告
の
取
扱
い
に
つい
て

説
明
し
ま
し
た
。特
に
、勧
告
さ

れ
た
農
地
が
1.8
倍
の
課
税
強
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま
え
、勧
告

対
象
農
地
の
中
間
機
構
へ
の
貸
付

意
向
に
向
け
た
働
き
か
け
の
強
化

や
、非
農
地
判
断
の
取
扱
い
に
つ
い

て
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

農
地
転
用
事
務
処
理
手
続
き

に
関
し
て
は
、農
業
会
議
へ
の
意

見
要
請
案
件
と
す
る
重
要
案
件

の
考
え
方
に
関
し
、従
来
と
同
様

3
0
0
㎡
と
す
る
こ
と
や
、営
農

型
発
電
設
備
に
関
す
る
案
件
と

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

  

そ
の
他
、新
体
制
移
行
後
の
農

業
委
員
会
関
係
予
算
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

奈
良
県
農
業
会
議
は
、法
改

正
後
の
農
業
委
員
会
組
織
体
制

強
化
を
図
る
た
め
、2
月
22
日

に「
農
業
委
員
会
事
務
局
長
会

議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

  

こ
の
会
議
で
は
、4
月
1
日
か
ら

新
体
制
へ
移
行
す
る
高
取
町
農

業
委
員
会
事
務
局
の
東
局
長
と

前
田
課
長
補
佐
か
ら
、高
取
町
に

お
け
る
農
業
委
員
の
選
任
、最
適

化
推
進
委
員
の
委
嘱
手
法
に
つ
い

て
事
例
報
告
を
行
っ
て
頂
き
ま
し

　
「
新・農
業
人
フ
ェ
ア
ｉｎ
大
阪
」

が
、1
月
23
日
に
大
阪
の「
大
阪

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ・マ
ー
ト
」に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、リ
ク
ル
ー
ト

ジ
ョ
ブ
ズ
の
主
催
で
農
林
水
産
省

と
厚
生
労
働
省
が
後
援
、全
国
農

業
会
議
所・全
国
新
規
就
農
相
談

セ
ン
タ
ー
と（
公
社
）日
本
農
業
法

人
協
会
・日
本
政
策
金
融
公
庫
・

農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支
援
機

構
の
協
賛
に
よ
る
取
り
組
み
で

す
。 「

新・農
業
人
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
大
阪
」

　
　

１
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る

　
「
奈
良
県
新
規
就
農
相
談
セ
ン

タ
ー・奈
良
県
農
業
会
議
」の
ブ
ー

ス
で
は
、求
人
が
あ
る
県
内
農
業

法
人
の（
有
）山
口
農
園
と（
株
）

山
本
き
の
こ
園
、堀
園
芸（
株
）、

（
株
）堀
内
果
実
園
の
皆
さ
ん
に

参
加
頂
き
新
規
就
農
希
望
者
等

の
相
談
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
へ
は
、8
7
4
名
も

の
方
が
来
場
し
、大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。そ
の
う
ち
、新
規
就
農

相
談
の
6
名
と
法
人
へ
の
相
談
者

52
名
が
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
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開
発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
フェー
ズ
2
で
は
、「
農
地
情
報
の

一
元
管
理・利
用
」が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、農
地

中
間
管
理
機
構
は
農
地
台
帳
の

全
て
の
情
報
を
活
用
し
て
農
地
集

積・集
約
化
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、農
業
委
員
会
等

が
担
い
手
及
び
将
来
の
担
い
手
が

耕
作
希
望
地
を
確
認
す
る
際
に

必
要
と
す
る
様
々
な
情
報
を
正
確

に
管
理
し
、農
地
中
間
管
理
機
構

に
迅
速
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
や
、農
地
関
連
情
報
と
地

図
画
像
を
関
連
付
け
た
農
地
情

報
図
を
整
備
し
、耕
作
者
別
、耕

作
者
の
年
齢
別
、利
用
権
設
定
の

終
期
別
等
に
農
地
の
色
分
け
等

を
表
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、農
業
委
員
会
等
や
農
地
中
間

管
理
機
構
等
が
、農
地
集
積
に
向

け
て
必
要
な
分
析
や
施
策
検
討

が
行
え
ま
す
。

　

4
月
以
降
、農
業
委
員
会
の
協

力
に
よ
り
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。デ
ー
タ
提
供
な

ど
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

環
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

  

当
日
は
、マ
ル
ヒ
ロ
フ
ー
ズ
㈱
、㈲

山
口
農
園
、㈲
ポ
ニ
ー
の
里
フ
ァ
ー

ム
、㈱
大
和
園
が
参
加
し
、農
業

法
人
が
こ
だ
わ
っ
て
生
産
す
る
農

産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
ほ
か
、

薬
草
を
使
用
し
た
商
品
や
有
機

野
菜
を
使
用
し
た「
大
和
ぎ
ょ
う

ざ
」な
ど
、購
買
意
欲
が
高
ま
っ
て

い
る
バ
イ
ヤ
ー
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

日
下
志
会
長
は「
県
内
の
農
業

法
人
の
魅
力
あ
る「
6
次
化
」商

品
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、販
路
の

拡
大
に
繋
が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
等
の
情
報
を
一
元

的
に
集
約
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又

は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
公
表
、

農
地
台
帳・農
地
地
図
が
連
携
し

た
農
地
情
報
の一
元
化
を
実
現
す

る
た
め
、平
成
26
年
度
よ
り
農
地

情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
は
2
段
階
に
分

け
て
行
わ
れ
、平
成
26
年
度
に
行

わ
れ
た
第
1
段
階（
フ
ェ
ー
ズ
1
）

で
は
、遊
休
農
地
等
の
デ
ー
タ
を

公
表
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

平
成
27
年
4
月
か
ら
稼
働
し
て
い

ま
す
。全
国
の
約
99
パ
ー
セ
ン
ト
の

農
業
委
員
会
等
が
、誰
が
、ど
こ
の

土
地
を
ど
の
よ
う
に
耕
作
し
て
い

る
か
を
公
表
し
、広
く
農
地
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、今
後
10
年
間
で
担
い
手

の
耕
作
面
積
を
8
割
ま
で
拡
大

さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
、農
業
委
員
会
等
と

農
地
中
間
管
理
機
構
の
連
携
に

よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
集

約
化
業
務
の
強
化
が
重
要
と
な

り
ま
す
。農
業
委
員
会
等
が
保
有

す
る
農
地
台
帳
の
全
て
の
情
報
を

農
地
中
間
管
理
機
構
が
活
用
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
も

の
と
し
て
、平
成
28
年
度
に
は
、第

２
段
階（
フ
ェ
ー
ズ
2
）の
シ
ス
テ
ム

　

奈
良
県
農
業
法
人
協
会（
日

下
志
拓
也
会
長　

事
務
局　

奈
良
県
農
業
会
議
）は
、2
月
18

日
、19
日
に
県
内
農
業
法
人
が

生
産
す
る
魅
力
あ
る
農
産
物
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、大
阪
市
の

Ａ
Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
で
開
催
の
展
示
商
談
会

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

2
0
1
6
」に
ブ
ー
ス
出
展
し
ま

し
た
。

　

こ
の
商
談
会
は
、「
国
産
」に
こ

だ
わ
っ
た
農
産
物
や
加
工
品
を
展

示
し
、各
業
種
の
バ
イ
ヤ
ー
と
商

談
す
る
も
の
で
、同
協
会
も
会
員
へ

の
広
域
的
な
販
路
拡
大
支
援
の一

「
６
次
化
」商
品
で
販
路
開
拓

農
地
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
進
む

　
　

今
後
は
フ
ェ
ー
ズ
２
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

農政なら462.indd   2農政なら462.indd   2 16/06/13   9:1416/06/13   9:14



　

県
農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、
市
町

村
農
業
委
員
会
の
協
力
の
下
で
実

施
し
た
「
田
畑
売
買
価
格
等
に
関

す
る
調
査
」
結
果
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
調
査
時
点
は
平
成
27
年

５
月
１
日
で
す
。

　

対
象
市
町
村
は
、
野
迫
川
村
・

上
北
山
村
を
除
く
県
下
37
市
町
村

（
１
５
１
旧
市
町
村
）。

　

調
査
対
象
農
地
は
調
査
地
旧
市

町
村
内
の
普
通
田
畑
。

　

と
り
ま
と
め
と
し
て
、
経
済
地

帯
別
に
区
分
し
①
都
市
近
郊
（
奈

良
市
な
ど
）
②
農
山
村
（
宇
陀
市

な
ど
）
③
吉
野
農
業
地
域
（
五
條

市
な
ど
）④
山
村（
十
津
川
村
な
ど
）

の
４
つ
の
経
済
地
帯
別
に
区
分
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
一
般
動
向
〉

◎
農
地
売
買
価
格
の
変
動

①
農
地
価
格
の
変
動

　

奈
良
県
の
農
地
価
格
変
動
を
過

去
の
動
向
（
対
前
年
度
比
よ
り
上

昇
・
横
ば
い
・
下
降
の
三
段
階
に　

変
化
動
向
を
区
分
す
る
）
か
ら
み

る
と
、
田
畑
と
も
に
下
降
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

〈
農
地
の
売
買
価
格
〉

◎
都
市
計
画
法
に
よ
る
区
分
に
お

け
る
耕
作
目
的
売
買
価
格

①
市
街
化
区
域
内
農
地

　

市
街
化
区
域
内
で
の
自
作
地
売

買
価
格
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の

中
庸
価
格
で
県
平
均
、
田
２
２
，

３
４
８
千
円
、
畑
２
１
，
１
１
１
千

円
と
な
って
い
ま
す
。

②
農
用
地
区
域
内
農
地
（
市
街
化

調
整
区
域
）

　

農
用
地
区
域
内
農
地
（
市
街

化
調
整
区
域
）
で
の
自
作
地
売
買

価
格
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
県
平

均
、
田
４
，
８
８
９
千
円
、
畑
４
，

２
８
６
千
円
と
な
って
い
ま
す
。

③
農
用
地
区
域
内
農
地
（
そ
の
他

の
区
域
）

　

農
用
地
区
域
内
農
地
（
そ
の
他

の
区
域
）
で
の
自
作
地
売
買
価
格

は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
県
平
均
、
田

１
，
０
４
５
千
円
、
畑
６
７
８
千
円

と
な
って
い
ま
す
。

④
農
用
地
区
域
以
外
の
区
域
内
農
地

（
市
街
化
調
整
区
域
）

　

農
用
地
区
域
以
外
の
区
域
内
農
地

（
市
街
化
調
整
区
域
）
で
の
自
作

地
売
買
価
格
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

県
平
均
、田
６
，６
６
０
千
円
、畑
５
，

９
１
２
千
円
と
な
って
い
ま
す
。

⑤
農
用
地
区
域
以
外
の
区
域
内
農
地

（
そ
の
他
の
区
域
）

　

農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、
農
業

雇
用
賃
金
や
農
作
業
の
受
託
（
請

負
）
料
金
、
農
外
諸
賃
金
の
水

準
と
な
る
「
農
作
業
料
金
・
農

業
労
賃
に
関
す
る
調
査
」
結
果

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

調
査
時
点
は
平
成
27
年
12
月

31
日
。
調
査
対
象
期
間
は
平
成

27
年
1
月
1
日
か
ら
同
年
12
月

31
日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。

　

調
査
対
象
市
町
村
は
、
全
市

町
村
で
、
と
り
ま
と
め
と
し
て
、

①
大
都
市
通
勤
地
帯
（
奈
良
市
）

②
中
小
都
市
通
勤
地
帯
（
宇
陀

市
）③
農
山
漁
村
地
帯（
五
條
市・

吉
野
町
な
ど
）
の
3
つ
通
勤
地
帯

別
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

﹇
調
査
結
果
の
概
要
﹈

　
（
１
）
農
業
臨
時
雇
用
賃
金

　

農
作
業
毎
に
農
業
臨
時
雇
用

賃
金
額
を
み
る
と
支
払
総
額
（
現

金
支
払
額
と
そ
の
他
の
費
用
を
合

　

農
用
地
区
域
以
外
の
区
域
内
農

地
（
そ
の
他
の
区
域
）
で
の
自
作
地

売
買
価
格
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

県
平
均
、
田
１
，
３
８
９
千
円
、
畑

７
０
１
千
円
と
な
って
い
ま
す
。

〈
使
用
目
的
変
更
（
転
用
）
価
格
〉

①
市
街
化
区
域

　

都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区

域
で
の
使
用
目
的
変
更
（
転
用
）

価
格
は
3.3
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

県
平
均
「
住
宅
用
（
民
間
）」
が

田
１
５
８
，
６
７
７
円
、
畑
１
６
６
，

３
９
８
円
。「
商
業
・
工
場
用
（
民

間
）」
が
田
１
２
７
，８
５
７
円
、
畑

７
７
，
４
４
４
円
と
な
って
い
ま
す
。

②
市
街
化
調
整
区
域

　

都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
調

整
区
域
内
で
の
使
用
目
的
変
更（
転

用
）
価
格
は
3.3
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
県
平
均
「
住
宅
用
（
民
間
）」

が
田
９
０
，
０
８
０
円
、
畑
８
３
，

４
９
９
円
。「
商
業
・
工
場
用
（
民

わ
せ
た
一日
当
た
り
の
賃
金
）
で

は
、
農
作
業
一
般
（
専
門
作
業
）

の
場
合
県
平
均
で
男
子
が
１
２
，

０
２
９
円
、
女
子
が
９
，
７
７
８

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

都
市
通
勤
地
周
辺
で
は
、
男
子

１
２
，
２
５
０
円
、
女
子
１
４
，

０
０
０
円
。
中
小
都
市
通
勤
地

周
辺
で
は
、男
子
１
２
，６
６
７
円
、

女
子
８
，
０
０
０
円
。
農
山
漁
村

地
帯
で
は
、男
子
１
１
，６
２
５
円
、

女
子
９
，
４
２
９
円
で
す
。

　

農
作
業
一
般
（
一
般
・
軽
作

業
）
の
場
合
県
平
均
で
男
子
８
，

５
７
４
円
、
女
子
７
，
５
８
７
円
。

ま
た
、
大
都
市
通
勤
地
周
辺
で

は
、
男
子
７
，３
６
３
円
、
女
子
６
，

９
６
０
円
。
中
小
都
市
通
勤
地

周
辺
で
は
、男
子
１
０
，０
０
０
円
、

女
子
８
，
３
３
３
円
。
農
山
漁
村

地
帯
で
は
、
男
子
９
，
２
５
０
円
、

女
子
７
，
７
１
４
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

「
田
畑
売
買
価
格
等
に
関
す
る
調
査
」

結
果
が
ま
と
ま
る

「
農
業
労
賃
等
に
関
す
る
調
査
」

　
　
　
　
　
　

結
果
が
ま
と
ま
る

間
）」
が
田
５
９
，
０
０
０
円
、
畑

５
３
，
０
８
３
円
と
な
って
い
ま
す
。

③
そ
の
他
区
域

　

都
市
計
画
法
に
よ
る
線
引
き
以

外
で
の
使
用
目
的
変
更
（
転
用
）

価
格
は
3.3
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
県

平
均
「
住
宅
用
（
民
間
）」
が
田

４
３
，９
５
０
円
、畑
２
９
，６
１
７
円
。

「
商
業
・
工
場
用
（
民
間
）」
が
田

３
８
，
４
１
３
円
、
畑
１
４
，
８
０
６

円
。「
国
県
道
・
高
速
道
・
鉄
道
用
」

が
田
１
５
，
３
８
６
円
、
畑
１
４
，

５
６
１
円
。「
学
校
・
公
園
・
公
立

病
院
・
公
民
館
等
公
共
施
設
用
」

が
田
１
１
，
７
９
８
円
、
畑
１
０
，

９
７
３
円
と
な
って
い
ま
す
。
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
農
地
法
の
許

可
が
必
要
で
す

　

農
地
の
無
断
転
用
や
違
反
転
用
を
防
ぐ

に
は
、農
業
者
だ
け
で
な
く
、関
連
事
業
者

や
地
域
住
民
へ
の
周
知
活
動
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、転
用
制
度
、手
続
き
や
許
可
の

要
件
、罰
則
等
に
つい
て
、わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正
農
地
法

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
４
５
円　

税
込
み・送
料
実
費

◎
農
業
者
年
金
で
老
後
の
生
活
を
安
心
サ

ポ
ー
ト

  

あ
な
た
の
老
後
生
活
へ
の
備
え
は
十
分
で

す
か
。年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て

準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。本
書
は
、農

業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
と
必
要
性
を
伝
え

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。農
業
者
の
皆
様
、メ

リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
に

加
入
し
て
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。表
面
で
は
、農
業
者
年
金
の
5
つ
の

特
徴
を
伝
え
、裏
面
で
は
、農
業
者
年
金
加

入
の
必
要
性
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。戸

別
訪
問
な
ど
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活

動
や
、制
度
周
知
の
た
め
の
研
修
会
に
役
立

つ
農
業
者
向
け
の
ア
イ
テ
ム
で
す
。ま
た
、

農
業
者
年
金
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
税
制

上
の
メ
リ
ッ
ト
に
つい
て
も
、金
額
を
例
示
し

な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
２
０
円　

税
込
み・送
料
実
費

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

４
月
４
日

・
常
設
審
議
委
員
会

５
月
２
日

・
常
設
審
議
委
員
会

６
月
１
日

・
常
設
審
議
委
員
会

奈
良
県
農
業
会
議 

会
長増

井　

勲

　

「
改
正
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
が
昨
年
の
8
月
28
日
に
参
議
院
本

会
議
で
可
決
・
成
立
し
、
農
業
委
員
会

の
役
割
が
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
」
と
強
化
さ
れ
る
内
容
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
農

業
委
員
会
系
統
組
織
と
し
て
都
道
府
県

段
階
、
全
国
段
階
で
活
動
し
て
き
た
都

道
府
県
農
業
会
議
、
全
国
農
業
会
議
所

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
の
支
援
組

織
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

新
た
に
「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
構
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

  

奈
良
県
農
業
会
議
は
改
正
法
成
立

後
、
関
係
す
る
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
総
会
や
各
種
会
議
等
で
検
討
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
法
律
で
求
め
ら
れ
た

組
織
変
更
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

こ
の
4
月
1
日
か
ら
は
「
一
般
社
団

法
人
奈
良
県
農
業
会
議
」
と
し
て
新
た

な
歩
み
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
農
業
委
員
会
は
今
後
、
農
業

経
営
の
規
模
の
拡
大
や
農
地
の
集
団
化

を
推
進
す
る
「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
」
や
、
農
地
と
し
て
利
用
す
べ

き
土
地
の
農
業
上
の
利
用
の
確
保
を
図

る
た
め
「
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、

解
消
」
の
推
進
、
新
た
に
農
業
経
営
を

始
め
よ
う
と
す
る
方
の
参
入
に
向
け
た

「
新
規
就
農
、
企
業
等
の
農
業
参
入
の

支
援
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
、
遊
休
農
地
を
確
認
す

る
「
利
用
状
況
調
査
」
と
、
農
地
所
有

者
等
へ
の
意
向
を
確
認
す
る
「
利
用
意

向
調
査
」
の
実
施
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
農
地
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

広
く
公
表
し
つ
つ
、
農
地
中
間
管
理
機

構
と
も
デ
ー
タ
共
有
し
、
農
地
の
有
効

活
用
に
向
け
た
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
会
議
は
、
農
業
委
員
会
が
行
う

体
制
整
備
や
事
業
実
施
を
側
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
奈
良
県
下
の
農

地
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
、
奈
良
県

農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
農
の
雇
用
事
業
」平
成
28
年
第
2
回（
8
月
1
日
研
修
開
始

分
）応
募
の
予
定
に
つ
い
て

　

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、農
業
法
人
等
が
就
業
希
望
者
を
新
た
に
雇
用
し
、就
農
に

必
要
な
技
術・経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
実
践
的
な
研
修
等
に
対
し
て
助

成
す
る「
農
の
雇
用
事
業
」（
平
成
28
年
8
月
研
修
助
成
開
始
分
）の
参
加
者
募
集
を
予

定
し
て
い
ま
す
。募
集
期
間
は
、平
成
28
年
4
月
25
日
か
ら
5
月
31
日
で
す
。

　

な
お
、応
募
の
際
は
募
集
要
領
の
具
体
的
な
内
容
に
ご
注
意
下
さ
い
。

  

詳
し
く
は
、奈
良
県
農
業
会
議
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、募
集
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nara-kaigi.jp

）に
掲
載
し
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
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